
 

 

   

   

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念講演 憲法でいちばん大切なのは、「個人

の尊重(13 条)」それは目的だから。生きて自由で

幸せであるための手段として、平和主義や三権分

立、国民主権がある。「自民党改憲草案」では、

「個人」が「家族」に置き換えられ、国民に憲法

を守る義務を課している。今の憲法は私たちの幸

せのために国を縛るものだが、自民党の憲法は、

国の存続のために国民を縛る内容になっている。

では私たちにできることは？ 数は力。小魚が群

れるように、国民の小さな力を結集しよう。そし

て「怒ること。伝えること。続けること」が大

事！ご一緒に怒り続けて行きましょうと話されま

した。 

講演の様子は｢医療労働｣2017 年 1 月号に掲載予定 

第 5 回全国女性交流集会 

２０１6 年１１月 18 日 

ＮＯ．50

日本医労連女性協は、2016 年 11 月 12（土）～13（日）で、富山県魚津市の金太郎温泉に

於いて、第 5 回全国女性交流集会（サンバ in オータム）を開催しました。集会は 183 名（6 全

国組合 38 都道府県 76 単組支部、うち、子ども 10 名）が参加しました。1 日目は、金杉美和弁

護士の記念講演、基調報告、共済の学習会に続き、サンバにむけ募集した川柳の表彰式で大いに

盛り上がりました。夕食交流会でも、各ブロックから多彩な出し物で、盛り上がりました。2 日

目は５つの分科会でリフレッシュし、「食べれバ、しゃべれバ、学び行動すれバ」のサンバな 2 日

間を過ごし、職場に笑顔とパワーを持ち帰りました。 

“空飛ぶ弁護士”金杉 美和 弁護士 

憲法を守ろう、活かそう    

～生きて・自由で・幸せであるために～ 

夕食交流会は、予想通りの盛り上がり。地元富山

の綾の会による「おわら」演奏と歌に続き、各ブロ

ックの出し物は年々パワーアップ。クイズあり、寸

劇あり、踊りあり、最後に「女性協サンバ」でお開

きでした。 

 

有休を あげるって一体 あんた誰 

[いやみギャル峰] 

第 2 位 

地域格差 医療・介護も ポケモンも 

               [カン GO] 

第 3 位 （同票 ２首） 

セクハラマタハラパワハラで 

大事な人材 辞めていく [ぢゃけん広島] 

そぐわない 医療・介護に コスパとか〔むろ〕

中野委員長賞 

車いすの 笑顔壊すな 安保法 〔ネコの母〕

女性議長賞

大丈夫？患者に声掛け 我自身 〔コスモス〕

女性委員賞

白衣がね 白いままだね ９条は〔便所の百ﾜｯﾄ〕 

ちょっと遅かったで賞 

世の中は 禿爺
お や じ

だけでは 変えられぬ [愛蓮] 

女性の心の川柳は 103 首集約しました。

ご協力ありがとうございました。 



各県の行動・サンバな取り組み、ニュースなどお寄せください 
日本医労連女性協事務局（担当：寺園・金子・八木沼） n-ask@irouren.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

富
山
の
大
浦
委
員
長
・
新
保
書
記
次

長
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

サンバ 2 日目は、①フラメンコ、②メイク、③デコパー

ジュ、④ガラス細工、⑤ほたるいか水族館の５つに分か

れての分科会を行ないました。どの分科会も、楽しくリ

フレッシュしました。 

パ
ワ
フ
ル
な
講
演
の

金
杉
先
生 

水族館 
デコパージュ メイク 

フラメンコ 

ガラス細工 

←全労連女性部が、2015 年度全労連女性部実

施の「男女平等調査」「妊娠・出産・育児調査」

の結果を元に、「仕事も生活も大切に、笑顔

で働ける職場に変えていこう」リーフレッ

トを作成しました。少数のため全県配布がで

きません。女性集会開催など、活用したい組織

は、日本医労連女性協まで、直接連絡くださ

い。なくなり次第、終了とさせていただきま

す。また、日本医労連ホームページ「女性のペ

ージ」には PDF 掲載してあります。 
http://irouren.or.jp/women/2016/11/20161114104108.html 


